
　4月に新入社員が入社し、真新しい紺のスーツで出勤し初々しさを感じ、ご自
身の新入社員の頃を思い出す方も多いと思います。

いま、ご自身の身だしなみはいかがですか?
　新人は、上司や先輩の身だしなみ、立ち居振る舞い、言葉遣い、勤務態度、物事
へ向き合う姿勢などを見て、「あんなに素敵な人になりたい」あるいは「あの程度
でいいのか」などと思いながら、徐々に染まっていきます。

できることなら、「あの上司のように、あの先輩のように素敵な社会人になりた
い」と思われるようになりたいものです。
その第一歩が「身だしなみ」を整えることです。
「身だしなみ」は、ご自身の仕事に向きあう姿勢を表現するものです。
明日は大切なお客様に会うから、スーツにアイロンをかけよう、靴も磨いておこ
う、早めに起きて髪もきちんとドラヤーで整えようと、様々な準備をし整える気
持ちは、必ずお客様に通じるものです。
そして、自身の身だしなみが、自社の第一印象を決定づけます。
初対面の時、髪はボサボサ、スーツやユニフォームはよれよれ、靴はボロボロ
だったらどうでしょう。この会社は、だらしない会社だなという印象を与え、取
引をしたいとは思いませんよね。
「身だしなみ」が整っているという事は、お客様がこの人に仕事を頼んで大丈夫
という安心感を与えるものです。もちろん、立ち居振る舞い・言葉遣いやプレゼ
ンの仕方も大切なのですが、第一印象が悪いと、話も聞いてもらえないというこ
とになります。
身だしなみチェックリストの事例をつけておきますので、定期的にチェックを
しましょう。 (業種により、会社により、基準の調整をお願いします。)

みなさんも、次のページの

身だしなみ　チェックリストで

チェックしてみてください！

垣内　イスズ




